
長谷川家住宅見学とフィリップ・ボナン講演会 

日時： 7 月 28 日（金） 

会場： 歴史・文化・交流の家 長谷川家住宅 

開場（長谷川家住宅見学開始：案内 中川 聰七郎）:  13:00   

会費： 長谷川家住宅見学費 ８00 円／人  

講演会開会：15:00   

開会の挨拶： 中川 聰七郎 長谷川家住宅 理事 

講演会趣旨説明と講演者紹介： 渡辺 一正 NPO 市民文化財ネットワーク鳥取 理事長 

講演： Philippe BONNIN フランス国立科学研究センター名誉研究部長 

   Vocabulaire de la spatialité japonaise(日本建築用語辞典―日本の生活空間)―他出版 

演題： 日本の生活空間における結界―あるいは敷居― 

討論： 司会 松本 裕 エリック・ルフェーブル 大阪産業大学  

閉幕： 18:30  



Conférence Philippe Bonnin 

Date : 28 juillet vendredi 

Lieu : Maison de l'histoire, de la culture et 

des échanges, Résidence Hasegawa  
Ouverture des portes (Visite guidée de Résidence Hasegawa) : 13h00  

Frais d'adhésion :  

frais de visite de la résidence familiale Hasegawa : 800 yens/personne 

explication par restaurateur 

Coût du matériel de cours : coût réel  

Ouverture de la conférence : 15h00 

Discours d'ouverture - l'objectif de la conférence : Soshichiro Nakagawa 

Directeur Résidence Famille Hasegawa 

Présentation des intervenants : Kazumasa Watanabe, Président de Civic 

Cultural Heritage Network Tottori  

Conférence : Philippe BONNIN : Directeur de recherches 

émérite au CNRS 

Sujet : Le Seuil ou le Kekkai dans l'espace japonais 

Discussion avec Modérateur :  

Yutaka Matsumoto et Eric Lefebvre, Osaka Sangyo University  

Fermeture: 18h30 

  



歴史･文化･交流の家 長谷川家住宅 

長谷川家住宅の歴史と現在 

はじめに 

長谷川邸は、長谷川家の人々が数世代にわたり暮らしてきた農家住宅です。2012年の８月で築造

270年を迎えました。祈祷札(棟札)によりますと、この家屋は寛保 2年(1742)8月に建築されまし

た。その当時の姿に近付けるため、2011年 4月から 1年がかりで、半世紀前の現代生活に用するた

めに一部改修した部分を取り去り、現状復帰をするとともに、地盤沈下部分の持ち上げをするなど大規

模な修復工事を行いました。 

私たちは、この修復工事を終えた今、古い家並みが残る東九条の景観・文化の保存に寄与しつつ、残

されていた昔の家具、古文書や長谷川良雄の水彩画などの作品の展示、手織り教室の開催などの場

に利用したいと考え、新たに「歴史・文化・交流の家」として再出発することにしました。 

具体的な利用については、今後、皆様方のご意見をも承りながら考えていきたいと思っています。 

〔築造・修復の足取り〕 

1 長谷川家住宅の創建は、屋根裏に掛かっていた棟札（愛宕山・長床坊への祈禱札）などによります

と、1742年（寛保 2年）8月です。創建後の改修歴について調べました。 

2 江戸後期（1850年前後）に、五帖敷とその周辺を一部改修したという記録（古文書）が出てきまし

た。そのとき、現在の五畳敷の部屋に、茶室の機能を併設するという工事がなされたようですが、その



詳細はまだ解明されていません。そのとき、各部屋の配置などは変更されなかったようで、部屋割・構

造は、殆ど変えられなかったようです。 

3 今から 60年前（昭和 35年（1960））に、「土間」を洋間に改造する工事が行われました。土間に天

井を設け、応接間・アトリエ・居間・ユーテイリテイ（キッチン・浴室・洗面/トイレ）を包摂するワンフロアの

広間に改造されました。しかし、この工事は、家屋の骨格を変えたものではありませんでした。 

4 平成 24年に、明治 27年制作の展開図（長谷川清之進）をベースに、修復工事を行いました。築後

300年近い木造家屋なので、その家屋としての、旧来のとを回復させることが目標になりました。なお、

“修復”に際しては、渡辺一正（元鳥取環境大学教授）、石川祐一（京都市文化財保護課）、及び大場修

（京都府立大学教授）の 3人の先生方にアドバイスを頂きました。 

〔修復後に、文化財指定〕 

もとより、“修復”はお金の掛かる仕事で、その資金を調達すること自体が大変なことでしたが、作業とし

ては目に見える形のものであり、それなりに分かり易い作業でもありました。修復工事に一年余の月日

を要しました。そして、その翌年 6月に、文部科学省（文化庁）から「有形文化財」として登録して頂き、

また、京都市から「京都市民が残したい建物・庭園」の認定を頂きました。 

〔今後の課題〕 

今回の“修復”に際し、長谷川家が数百年間も東九条の地で存続し続けてきた史的意味合いについて

考えてみたかったことがあります。地主として存在し続けられた江戸・明治・大正・昭和における地域と

長谷川家との関係などを地域史の視点から考えることでした。 



長谷川家の足取りと現在 

長谷川家は、江戸時代、庭田家の家来でした。明治維新後も庄屋として村長なども務めていました。高

瀬川を利用して、庭田家など御所に居をもつ貴族たちに年貢を納めていました。米のほか、藍や九条ネ

ギなどの商品作物も栽培し、大地主となりました。明治時代には、西洋の文物を調達、英語の勉強をす

るなど「文明開化」の生活を送っていました。長谷川良雄（第 11代）は、そういう環境の中で京都府立

尋常中学校(のち、学制変更によりに府立第二中学校)に進学しました。そして、フランスでの留学を経

て帰国し、京都に設立された京都高等工芸学校の教授に赴任した浅井忠先生を慕って、創立間もない

同校に進学（第 1期生・明治 35年 9月）し、武田五一先生ともども絵画・図学の教育を受けました。長

谷川良雄は、家業の地主の仕事が主であり、画業は片手間のようでしたが、生涯、絵筆を離すことはあ

りませんでした。昭和 17年、57歳で病没しました。その後、長谷川家の家督は良雄の長男の萬里（第

12代）に移りました。萬里は、同志社大学予科に就学中、学徒動員令により徴用され、1945年 2月、

フィリピンのルソン島（クラークフィールド）で戦死。跡継ぎを失った長谷川家は、良雄の長女の景子(第

13代)によって継がれましたが、農地改革・税制改革によって農地・資産の大半を失うという不幸に見

舞われて、没落しました。その後、景子は服飾デザイナーとなり、京都で活躍しました。現在 101歳で

なお健在です。今なお絵を描いたり編み物をしたり、本を読んだりしています。長谷川家住宅は、景子

の妹の名津（良雄の三女）が預かりましたが、その長男も、数年前赴任先のソウルで死去。長谷川家住

宅の前途は多難となりました。 

今回の修復工事 

長谷川家の修復工事に着手するためには、まず、母屋に居住する妻の二人の姉たちに、母屋から立ち

退いてもらうことから始める必要がありました。平成 11年春、長姉景子（97歳）は、すでに認知症状が



出ていましたので、その治療を兼ねて東山近傍の病院に入院してもらうことにし、関係方面のアドバイス

も頂いてそれは実現しました。次姉（91歳）も軽い認知症状が出ていましたが、名津の甥夫婦が同じ敷

地内に屋敷を設けていましたので、母屋の西側にあった長谷川良雄の「アトリエ」を改修し、転住しても

らうことにしました。修復工事の遂行のためには、それなりの資金が必要でした。私たちの手元にそれ

だけのお金があるわけではなく、また、行政サイドの助成制度などについての知識も持ち合わせていま

せんでしたので、まず手始めに、近傍にあった土地を売却しました。工事費用は、土地の売却代金だけ

では賄えず、地元の金融機関に掛け合って融資をしてもらいました。工事の施工は知人の経営する建

築会社にお願いしました。平成 12年春に修復工事に着手しました。まず、母屋の修復工事から始めま

した。着工して初めて分かったことですが、平均で、南側 15センチ、北側 10センチの地盤沈下が生じ

ていることでした。かつて鴨川の洪水常襲地域でもあったこの地域ですから、いわば当然のことではあ

りましたが、そのため、母屋全体を持ち上げること（百数十本の柱をジャッキで持ち上げるという工事）が

必要となりました。 

歴史発掘への取組み 

東九条という地域 

長谷川家住宅が所在する“東九条”という地域の歴史は、遠く平安建都の時代に遡ることができます。

長谷川家の近くに、九条家（藤原家）の別邸といわれる“九条殿”跡が残っています。平安遷都の際、桓

武天皇が側近の九条家に羅城門の建設を命じ、九条家は東九条の地に屋敷を設け、その建設に当た

ったと伝えられています。なお、“東九条”には、平安時代を経て現代にいたるまで、かつての藤原家の



関連寺社が残っています。私の印象に過ぎませんが、まことに奇跡的で、現在もなお、城興寺、薬院

（施薬院）、九品寺など起源が平安時代に遡る藤原家ゆかりの寺院などが存続しています。“九条殿”跡

には、明治 6年に京都市立陶化小学校が開校されました。長谷川良雄はこの小学校の校章・校旗、校

歌を作りました。妻や妻の兄姉たちは、この小学校を卒業しました、この小学校は、開校後約１半世紀

を経ましたが、数年前、統合されて廃校となり、次の利用を待つ状況となっています。 

宇賀辻という集落 

長谷川家住宅のある土地（集落）の地名は、昔から“宇賀辻”と称されてきましたが、言い伝えでは、は

るか昔、中臣鎌足が月の輪に猟遊したとき、この地に金印を埋め、「やがて、都がこの地に来る…」と言

って去ったとされ、その金印が埋められた処に現在の宇賀神社があると伝えられています。宇賀神は穀

物神・水の神などともされており、その関係からか、長谷川家住宅の奥庭の北東角に弁天さんが祀られ

ています。 

長谷川家の先祖 

長谷川家には系図が二本残されています。一本は、おそらく江戸時代中期に、いわゆる系図屋が作っ

たものと私は勝手に考えています。もう一本は、昭和 11年に長谷川良雄が作成したものです。先代が

積み重ねた先祖探し作業を良雄がまとめたもの…と考えられます。この二本の系図に共通する点は、

長谷川家の先祖が「藤原鎌足」に由来する…としていることです。飛鳥時代、この地域（京都市南部）が

奈良の貴族たちの狩猟地、あるいは遊猟地であったことが伺われます。伏見の稲荷神社の創生の言い

伝えとも重なっています。もう一本の系図では、より実しやかな記述に踏み込んでいます。桓武天皇の

右大臣であった藤原内麿が長谷川家の“大祖”であると書かれています。もちろん、今さら証明できるも



のはありませんが、なんだか真実味が出てきたようにも感じられます。なお、この系図では「嘉吉の頃、

春日の神人より至る…」と記されており、室町時代（1440年頃）に、奈良から宇賀の地に移り住んだ！

ことが推測できそうな記述になっています。なお、長谷川家のお墓で現存するものは三つばかりありま

すが、古いものでも「正徳元年」（1711年）程度であり、それ以前の歴史は、宇賀神社の近くにある長

寿院（浄土宗）の記録によるしかありません。なお、同寺の記録では、1730年代に長谷川家から同寺

に出家した男子（超我）が居た旨が書かれています。 

修復された長谷川家住宅 

修復工事の過程で母屋の天井裏から新築時の棟札が出てきました。棟札は二通。一つは着工時の祈

祷札、もう一通は工事完了時の祈祷札。いずれも京都の西方の愛宕山にあった“長床坊”というお寺

(明治 2年“神仏分離令”により廃寺(破壊)され、代わって「愛宕神社」が設けられた。) で祈祷してもら

った木札です。祈祷札には数珠が掛かっていました。この二つのお札から、母屋が寛保元年（1742

年）に着工し、翌年秋に完工したことが明らかとなりました。施主は「長谷川半助」と書かれています。な

お、今回の修復工事の過程では、座敷の天井裏の垂木に、材木搬入メモ（宇賀辻の長谷川半助（初

代）に、用材として搬入する旨を墨書したもの）も出てきました。また、新築直後に備えられた仏壇（寛保

3年 3月）からは、本願寺の第 17世法主“法如”ご署名の『御文』なども出てきました。 

地域史への模索 



東九条の地域史といえば、まず、①どんな農業が営まれていたか（農業）、②人々の相互の繋がり方は

どうか（社会関係）、③お役所（権力機関）と関係はどうか、といった三つの側面からの接近が当面、必

要ではないかと考えています。 

1 農業については、地形的に考えて米が主体であったとことは確かですが、昨今有名になった九条葱

の原産地であったことは指摘できますし、同時に、慈姑、京人参の産地でもあったことも言えます。ま

た、江戸末期から明治にかけては藍の栽培が行われ、京染の発展の一翼を担ったことも確かでしょう。

こうした農業の形成・発展過程をたどることが必要だと思います。それにつけても、関連する事柄では、

高瀬川の開通の影響（水運利用、物流の変化）に刮目する必要があると思います。 

2 人々の社会関係ですが、築 200年以上の大きな農家住宅が近隣になお幾つか存在していることを

考えると、その背景には、江戸期におけるこの地の農業社会が、百姓―地主―領主という単純なヒエラ

ルヒーで考えるのではなく、洛中との交流関係、神社仏閣との関係、とくに御所を中心とする貴族たちと

の相互関係にも着目する必要があるのでは…というのが最近の感想です。 

3 権力との関係では、もちろん幕府・京都守護職などとは、お奉行様を通じての関係はありながらも、

御所・貴族に年貢！を納めていたという関係で、当然、普通の農村における権力関係とは異なるものに

なっていた…とも考えられます。とくに、長谷川家の場合、お雛様や五月人形に、貴族文化の影響を見

られるなど興味深いものがあります。 

長谷川家の古文書等 



東九条の近世に関しては、『京都市史』（平凡社刊）においてある程度の発掘・記述がさされています

が、まだまだその史的状況を物語るものとしては不十分だと思います。よって、長谷川家住宅に残され

てきた書物、文書、日記類などの記録類による歴史事実の発掘・解明が大いに期待されるところです。

目下、数名の研究者によって調査を進めて頂いておりますが、今後、それらの文献等による詳細な歴

史的事跡の解明・調査が期待されます。 

なお、蛤御門の変（元治元年 1864）の際、東九条の里に駐屯した京都守護職松平容保の軍勢（神保

蔵介卿家老の 198名の隊列）の絵巻物（→詳細ページ）や、嘉永 6年にペリーが率いた 4隻の軍艦

(「太平のねむりを覚ます上喜撰、たった四杯で…」)で来訪し、幕府に提出したアメリカ大統領フィルモア

の親書を幕府が受理した場所（栗が浜）を含む当時の江戸湾の状況図なども出てきました。 

ちなみに、長谷川家住宅に残された古書籍（江戸期）は全部で 4,800冊ほどあります。例えば、江戸

初期に出版された『古事記』、『日本書紀』、『倭名類聚抄』、『新撰姓氏録』、『北斎漫画』（15巻）、貝原

益軒の『女大学宝筐』、『絵本楠公記』、『絵本太閤記』や、日露戦争時の刻々の戦況を紹介した「戦時

時報」誌などもあります。地図では、「中昔京師地図」、「高瀬川図」；高瀬川の沿線（二条通り～伏見淀

川口）を描いた全長約 8 メートル、北方四島が我が国固有の領土であることが分かる「蝦夷輿地全

図」、竹島が日本領であることを表示した「新刊輿地全図」(文久元年刊：オランダ地図)、「江戸図」、「伏

水図」など。 

(中川聰七郎 述) 

http://hasegawake.net/ 

http://hasegawake.net/aizu-higashikujo/
http://hasegawake.net/


L'histoire et le présent de la résidence de 

la famille Hasegawa  

Introduction  

Hasegawa House est une ferme où la famille Hasegawa vit depuis plusieurs 

générations. Août 2012 a marqué le 270e anniversaire de sa construction.  

Selon l'étiquette de prière (munafuda), cette maison a été construite en août 1742. Afin 

de le rapprocher de son aspect d'origine, à partir d'avril 2011, il a fallu un an pour 

enlever certaines parties rénovées il y a un demi-siècle pour la vie moderne, le restaurer 

dans son état actuel et relever la partie affaissée. De sorte que les travaux étaient 

relativement beaucoup plus importants que les travaux de réparation habituels.  

Maintenant que nous avons terminé ce travail de restauration, nous contribuons à la 

préservation du paysage et de la culture de Higashikujo, où subsistent les anciennes 

rangées de maisons, tout en exposant des oeuvres telles que des meubles anciens, des 

documents anciens et des aquarelles de Yoshio Hasegawa. de l'utiliser comme lieu pour 

organiser des cours de tissage à la main, j'ai donc décidé de prendre un nouveau départ 

en tant que "maison d'histoire, de culture et d'échange".  

A l'avenir, nous aimerions réfléchir à des usages spécifiques tout en écoutant les avis de 

chacun.  

〔Traces de construction et de restauration〕  

1) La résidence de la famille Hasegawa a été construite en août 1742 (Kanpo 2e année) 

d'après les panneaux publicitaires accrochés au grenier. Nous avons vérifié l'historique 

des rénovations après la construction.  

2) À la fin de la période Edo (vers 1850), il existait un document ancien montrant 

qu'une pièce avec 5 tatamis et ses environs avaient été partiellement rénovés. Il semble 

qu'une construction ait été réalisée pour ajouter la fonction d'une salle de cérémonie du 

thé à l'actuelle salle à cinq tatamis, mais les détails n'ont pas encore été clarifiés. Il 

semble que la disposition de chaque pièce n'ait pas été modifiée, et l'attribution et la 

structure des pièces sont presque les mêmes que l'original.  

3) En 1960, des travaux de construction ont été effectués pour transformer le sol en 

terre battue en une pièce de style occidental. Cette pièce a été transformée en un hall 

d'un étage contenant une salle de réception, un atelier, un salon et une buanderie 

(cuisine, salle de bain, lavabo/toilette). Cependant, cette construction n'a pas modifié la 

charpente de la maison.  

4) En 2012, des travaux de restauration ont été effectués sur l'annexe, sur la base du 

dessin réalisé en 1892 (par Seinoshin Hasegawa).  

5) Comme il s'agit d'une maison en bois construite il y a près de 300 ans, l'objectif était 

de redonner à la maison son cachet d'origine. Concernant la restauration, nous avons 



reçu les conseils de trois enseignants : Kazumasa Watanabe (ancien professeur à 

l'Université d'études environnementales de Tottori), Yuichi Ishikawa (Division de la 

protection des biens culturels de la ville de Kyoto) et Osamu Oba (professeur à 

l'Université préfectorale de Kyoto).  

〔enregistré comme bien culturel matériaux 〕  

La « restauration » est un travail coûteux, et il était difficile de trouver des fonds pour 

cela, mais le travail était visible et facile à comprendre. Il a fallu plus d'un an pour les 

travaux de restauration. En juin de l'année suivante, le ministère de l'Éducation, de la 

Culture, des Sports, de la Science et de la Technologie (Agence des affaires culturelles) 

l'a enregistré comme bien culturel matériel, et la ville de Kyoto l'a certifié comme un 

bâtiment et un jardin que les citoyens de Kyoto veulent préserver.  

〔Tâches futures〕  

Dans cette "restauration", je voulais réfléchir à la signification historique de l'existence 

continue de la famille Hasegawa à Higashi Kujo pendant des centaines d'années. Il 

s'agissait d'examiner la relation entre la région et la famille Hasegawa aux périodes 

Edo, Meiji, Taisho et Showa, qui ont continué d'exister en tant que propriétaires 

terriens, du point de vue de l'histoire régionale.Traces et présent de la famille Hasegawa  

La famille Hasegawa était un vassal de la famille Niwata pendant la période Edo. 

Même après la restauration Meiji, il a servi comme chef de village en tant que chef. La 

rivière Takase était utilisée pour rendre hommage chaque année à la famille Niwata et 

aux autres aristocrates qui vivaient dans le palais impérial. En plus du riz, il a cultivé 

des cultures commerciales telles que l'indigo et les oignons verts Kujo, et est devenu un 

grand propriétaire terrien.  



À l'époque Meiji, les gens vivaient une vie "civilisée et éclairée", comme se procurer 

des artefacts occidentaux et étudier l'anglais. Dans un tel environnement, Yoshio 

Hasegawa (la 11e génération) est allé au lycée préfectoral de Kyoto (plus tard, en 

raison d'un changement dans le système éducatif, le deuxième lycée préfectoral). Puis, 

après des études en France, il retourne au Japon et est nommé professeur à la Kyoto 

High School of Arts and Crafts, établie à Kyoto. ), et reçoit une formation en peinture 

et en dessin avec Goichi Takeda. Yoshio Hasegawa a travaillé principalement comme 

propriétaire pour son entreprise familiale, et bien que la peinture semble faire partie de 

sa vie, il n'a jamais quitté son pinceau pour le reste de sa vie. En 1942, il meurt de 

maladie à l'âge de 57 ans. Après cela, la direction de la famille Hasegawa a été 

transférée au fils aîné de Yoshio, Banri (le 12). Banri a été recruté par l'ordre de 

mobilisation des étudiants alors qu'il suivait le cours préparatoire de l'Université de 

Doshisha et est mort au combat sur l'île de Luzon (Clark Field) aux Philippines en 

février 1945. La famille Hasegawa, qui a perdu un héritier, a été héritée par la fille 

aînée de Yoshio, Keiko (13e), mais a malheureusement souffert de la perte de la plupart 

des terres agricoles et des actifs en raison de la réforme agraire et de la réforme du 

système fiscal, et elle est tombée en ruine. Après cela, Keiko est devenue créatrice de 

mode et a été active à Kyoto. Elle a 101 ans et est toujours en vie. Elle dessine, tricote 

et lis encore des livres. La soeur cadette de Keiko, Natsu (troisième fille de Yoshio), 

s'est occupée de la résidence de la famille Hasegawa, mais son fils aîné est également 

décédé il y a quelques années à Séoul, où il était affecté. L'avenir de la résidence de la 

famille Hasegawa était difficile.  

Derniers travaux de réparation  

Afin de commencer les travaux de restauration de la famille Hasegawa, il a d'abord 

fallu faire sortir les deux soeurs aînées de l'épouse, qui vivaient dans le bâtiment 

principal, Au printemps 1999, la soeur aînée Keiko (97 ans) présentait déjà des 

symptômes de démence, nous avons donc décidé de la faire admettre dans un hôpital 

près de Higashiyama pour traitement. Ma deuxième soeur (91 ans) souffrait également 

de démence légère, mais le neveu de Natsu et sa femme avaient un manoir sur la même 

propriété, nous avons donc rénové "l'atelier" de Yoshio Hasegawa sur le côté ouest de 

la maison principale et avons décidé de déménager. Une certaine somme d'argent a été 

nécessaire pour effectuer les travaux de restauration. Nous n'avions pas beaucoup 

d'argent sous la main et nous n'avions aucune connaissance du système de subventions 

du gouvernement, alors la première chose que nous avons faite a été de vendre le 

terrain à proximité. Les coûts de construction ne pouvaient pas être couverts par le seul 

produit de la vente du terrain, nous avons donc négocié avec des institutions financières 

locales pour accorder des prêts. Les coûts de construction ne pouvaient pas être 

couverts par le seul produit de la vente du terrain, nous avons donc négocié avec des 

institutions financières locales pour accorder des prêts. Les travaux de restauration ont 

commencé au printemps 2000. Tout d'abord, nous avons commencé les travaux de 



restauration de la maison principale. Ce que j'ai appris pour la première fois après le 

début de la construction, c'est que le sol s'était affaissé en moyenne de 15 centimètres 

du côté sud et de 10 centimètres du côté nord. Cette zone était autrefois sujette aux 

inondations le long de la rivière Kamogawa, c'était donc naturel, mais pour cette raison, 

il était nécessaire de soulever tout le bâtiment principal (le travail de levage des quelque 

100 piliers avec des vérins).  

Efforts pour fouiller l'histoire  

Zone appelée Higashikujo  

L'histoire de la zone appelée "Higashi Kujo" où se trouve la résidence de la famille 

Hasegawa remonte à la période Heian. Près de la famille Hasegawa, subsistent les 

vestiges de la villa Kujo-dono, qui aurait appartenu à la famille Kujo (famille 

Fujiwara). On dit que lorsque la capitale a été déplacée à Heian, l'empereur Kanmu a 

ordonné à son proche assistant, la famille Kujo, de construire Rajomon, et la famille 

Kujo a construit un manoir à Higashi Kujo et a participé à la construction. Dans 

"Higashi Kujo", des temples et des sanctuaires liés à l'ancienne famille Fujiwara 

subsistent de la période Heian à nos jours. C'est juste mon impression, mais c'est 

vraiment miraculeux, et les temples liés à la famille Fujiwara, tels que Jokoji, Yakuin 

(Seyakuin) et Kuhonji, dont les origines remontent à la période Heian, existent encore 

aujourd'hui. En 1873, l'école primaire municipale de Kyoto Toka a été ouverte sur le 

site de Kujoden. Yoshio Hasegawa a créé l'emblème de l'école, le drapeau de l'école et 

la chanson de l'école pour cette école primaire. Ma femme et ses frères et soeurs aînés 

sont diplômés de cette école primaire. Bien que cette école primaire soit ouverte depuis 

environ un demi-siècle, elle a été fusionnée il y a quelques années et fermée, en 

attendant la prochaine augmentation.  

Village appelé Ugatsuji  

Le nom de la terre (village) où se trouve la résidence de la famille Hasegawa a 

longtemps été appelé "Ugatsuji". On dit qu'il l'a enterré et est parti en disant : "Bientôt 

la capitale viendra sur cette terre... ", et on dit que l'actuel sanctuaire d'Uga est l'endroit 

où le sceau d'or a été enterré. Ugajin est également connu comme le dieu du grain et de 

l'eau, et peut-être à cause de cette relation, Benten est inscrit dans le coin nord-est de 

l'arrière-cour de la résidence de la famille Hasegawa.  

Ancêtre de la famille Hasegawa  

Deux tableaux généalogiques subsistent dans la famille Hasegawa. Je crois 

arbitrairement qu'un a probablement été fabriqué par un soi-disant magasin de 

généalogie au milieu de la période Edo. L'autre a été réalisé par Yoshio Hasegawa en 

1936. On pense que Yoshio a mis sur pied le travail de recherche d'ancêtres accumulé 

par ses prédécesseurs. Ce que ces deux généalogies ont en commun, c'est que les 



ancêtres de la famille Hasegawa sont originaires de « Fujiwara no Kamatari ». On peut 

en déduire que cette zone (partie sud de la ville de Kyoto) était un terrain de chasse ou 

une zone de loisirs pour les nobles de Nara pendant la période Asuka. Il chevauche la 

légende de la création du sanctuaire Inari à Fushimi. Une autre généalogie entre dans 

une description plus substantielle. Il est écrit que Fujiwara no Uchimaro, le ministre des 

droits de l'empereur Kanmu, était le « grand ancêtre » de la famille Hasegawa. Bien sûr, 

rien ne peut être prouvé maintenant, mais on dirait que la vérité est sortie d'une manière 

ou d'une autre. De plus, dans cette généalogie, il est écrit que « A l'époque de Kakitsu, 

Kasuga Shinnin est arrivé... », et à l'époque de Muromachi (vers 1440), il a déménagé 

de Nara à Uga ! C'est une description qui se devine. Il n'y a que trois tombes de la 

famille Hasegawa qui ont survécu, mais la plus ancienne remonte à 1711. L'histoire 

avant cela ne peut être trouvée que dans les archives du temple Choju-in (secte Jodo) 

près du sanctuaire d'Uga. Selon les archives du temple, il y avait un garçon (Choga) qui 

est entré dans le temple de la famille Hasegawa dans les années 1730.  



Résidence familiale Hasegawa restaurée  

Au cours des travaux de restauration, des enseignes faîtières datant de l'époque du 

nouveau bâtiment est sortie de derrière le plafond du bâtiment principal. Il y a deux 

factures. L'un est une note de prière au début de la construction, et l'autre est une note 

de prière à la fin de la construction. Toutes sont des plaques de bois qui ont été priées 

dans un temple appelé "Nagatokobo" sur le mont Atago à l'ouest de Kyoto. (Ce temple 

a été aboli (détruit) en 1877 par "l'édit pour séparer le shintoïsme et le bouddhisme", et 

le "sanctuaire Atago" a été établi à sa place.) Un chapelet était accroché sur la carte de 

prière. De ces deux factures, il ressort que la construction du corps de logis débute en 

1742 et s'achève à l'automne de l'année suivante. Le client s'écrit "Hansuke 

Hasegawa".De plus, au cours de ces travaux de restauration, une note de service pour la 

livraison de bois (écrite à l'encre par Hansuke Hasegawa (1ère génération) d'Ugatsuji à 

l'effet que du bois sera apporté) a été retrouvée sur les chevrons derrière le plafond de la 

salle des tatamis. De plus, de l'autel bouddhiste (mars 1933), qui a été préparé 

immédiatement après le nouveau bâtiment, il y avait un "ofumi" signé par le 17e prêtre 

en chef du temple Hongan-ji "Honyo".  

Explorer l'histoire locale  

Parlant de l'histoire régionale de Higashikujo, je crois qu'il faut l'aborder sous trois 

angles. Premièrement, (1) Quel type d'agriculture était pratiqué ? (Agriculture), (2) 

Comment les gens étaient-ils connectés les uns aux autres ? (relations sociales), (3) 

Quelle était la relation entre le bureau gouvernemental (autorité) et les agriculteurs ?  

1) Concernant l'agriculture, il est vrai que le riz était la culture principale compte tenu 

de la topographie, mais on peut souligner qu'il était à l'origine de l'oignon vert Kujo, 

devenu célèbre ces dernières années à la fois, des bulbes à pointe de flèche et des 

carottes rouges. nécessaires à la cuisine de Kyoto. Par ailleurs, la culture de l'indigo 

s'est poursuivie de la fin de l'époque Edo à l'ère Meiji, et il est certain qu'elle a joué un 

rôle dans le développement de la teinture de Kyoto. Je pense qu'il est nécessaire de 

suivre le processus de formation et de développement d'une telle agriculture. Dans cet 

esprit, je pense qu'il est nécessaire de porter une attention particulière aux effets de 

l'ouverture de la rivière Takase (changements dans le transport de l'eau et la logistique) 

dans les questions connexes.  

2) En termes de relations sociales entre les gens, étant donné qu'il y a encore quelques 

grandes fermes construites il y a plus de 200 ans dans le quartier, le contexte est que la 

société agricole de cette région à l'époque d'Edo n'était pas simplement basée sur la 

paysannerie, propriétaire-seigneur. Mon impression récente est qu'il faut privilégier les 

échanges avec Rakuchu, les sanctuaires et les temples, et surtout les relations mutuelles 

avec les aristocrates autour du Palais Impérial, plutôt que de penser en termes de simple 

hiérarchie.  

3) En termes de relation entre l'autorité et les riches agriculteurs, bien sûr, il y avait une 



relation avec le shogunat et le shugoshoku de Kyoto par l'intermédiaire du magistrat, 

mais la famille royale payait un hommage annuel aux aristocrates ! Il est également 

concevable que le rapport de force soit différent de celui des villages agricoles 

ordinaires. En particulier, dans le cas de la famille Hasegawa, il y a des choses 

intéressantes comme l'influence de la culture aristocratique sur les poupées hina et les 

poupées May.  

Riche archive avec d'anciens documents de la famille Hasegawa  

En ce qui concerne le début de la période moderne de Higashikujo, "Kyoto City 

History" (publié par Heibonsha) contient des fouilles et des descriptions dans une 

certaine mesure, mais je pense que c'est encore insuffisant pour raconter la situation 

historique. Par conséquent, il est fortement attendu que des faits historiques soient 

découverts et élucidés à partir de documents tels que des livres, des documents et des 

journaux intimes qui ont été laissés dans la résidence de la famille Hasegawa. 

Actuellement, plusieurs chercheurs mènent des enquêtes et, à l'avenir, on s'attend à ce 

que des faits historiques détaillés soient élucidés et étudiés à l'aide de ces documents.  

De plus, au moment de l'incident de Hamaguri Gomon (1864), il y a un rouleau 

d'images des forces militaires de Kyoto Shugoshoku Matsudaira Katamori (198 

membres du principal serviteur de Jinpo Zanosuke) qui étaient stationnées à Higashi 

Kujo no Sato (→ Page de détail), Au cours de la 6e année de l'ère Kaei, quatre navires 

de guerre dirigés par Perry ("Jokisen pour se réveiller d'un sommeil paisible, seulement 

quatre tasses...") ont visité l'endroit où le shogunat a accepté la lettre personnelle du 

président américain Fillmore soumis au shogunat (il y a aussi une carte de la baie d'Edo 

à cette époque, y compris Kurigahama. Soit dit en passant, il reste environ 4 800 livres 

anciens (période Edo) dans la résidence de la famille Hasegawa. Par exemple, "Kojiki", 

"Nihon Shoki", "Wamyo Ruijusho", "Shinsen Shoujiroku", "Hokusai Manga" (15 

volumes), "Onna Daigaku Hokyo" d'Ekiken Kaibara, et " Il existe aussi des livres 

comme l'image le livre Kusunoki, le livre d'images Taikoki et le magazine Senjiho, qui 

présente la situation de combat instantanée pendant la guerre russo-japonaise. Dans les 

cartes, il y a "Chuseok Kyoshi Map", "Takase River Map" et "Ezo Map", qui montre 

que les quatre îles du nord sont le territoire inhérent du Japon, avec une longueur totale 

d'environ 8 mètres représentant la rivière Takase (Nijo -dori à la bouche de Fushimi 

Yodogawa). Koshizenzu", "Kochizenzu nouvellement publié" (Bunkyu 1ère année : 

carte des Pays-Bas) montrant que Takeshima est un territoire japonais, "Carte d'Edo", 

"Carte de Fukusui", etc.  

(Déclaration de Soshichiro Nakagawa) 
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